
キルギス

1991年のソ連崩壊により独立。いち早く
市場経済化を軸とした改革路線を打ち
出し、98年に旧ソ連諸国で初めてWTO
に加盟した。国土全体の4 0 %が標高
3,000mを超える山国で地下資源に乏し
い。

キルギス

Kyrgyz Republic 2
国名 ：キルギス共和国
首都 ：ビシュケク
通貨 ： ソム（Som）
人口 ：600万人

（2017年：国連人口基金）
公用語 ：キルギス語が国語

（ロシア語は公用語）

首都ビシュケクのOVOPセンター。一村一品で作られたキ
ルギス全土の製品を扱うアンテナショップで、有望産品
の発掘・開発、国内外とのビジネスマッチングなどを通じて
生産者と市場をつなぐ

特産×OVOPで
世界に挑む

地域の特産を付加価値の高い商品に変えて販売し、
経済の活性化を図る一村一品事業が、

キルギスで着実な成果を挙げて人々の意識を変えた。
さらにその運動は州を超えて全国に広がっている。

文⃝大谷 徹（編集部）

一村一品・イシククリ式アプローチの
他州展開プロジェクト
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ア
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始
ま
っ
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ェ
ル
ト
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や
蜂
蜜
、
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く
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に
成
功
し
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い
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加
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を
持
つ
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を
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出
せ
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、
人
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組
織
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成
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。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
地
に
は
キ
ル

ギ
ス
北
東
部
の
イ
シ
ク
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リ
湖
周
辺
域

が
選
ば
れ
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こ
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地
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や
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ベ
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作
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と
な
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使
っ
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商
品
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す
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で
コ
ス
ト
削

減
に
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功
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だ
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で
は
な
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製
品
に
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エ
テ
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が
出
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消
費
者
の
選
択
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も
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え
て
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上
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が
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、
よ
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多
く
の
生
産

者
が
利
益
を
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ら
れ
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と
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原
口
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。
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を
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搾
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ソ
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。
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さ
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入
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。
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携
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ク
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っ
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。
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た
と
え
ば
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瓶
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。
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。
高
い
付
加

価
値
を
持
つ
商
品
を
作
る
た
め
に
は
、

市
場
ニ
ー
ズ
の
調
査
や
品
質
の
高
い
農

産
物
の
生
産
、
加
工
技
術
の
開
発
、
流

通
網
の
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な
ど
、
市
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と
生
産
者
を

つ
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ぐ
組
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。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
生
産
を
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家
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と
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す
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と
に
役
割
を
分
担
し
た
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と
で〝
商
品
力
〞

が
向
上
し
、
首
都
ビ
シ
ュ
ケ
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の
ほ
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国
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で
も
人
気
の
商
品
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
。

一
村〝
多
〞品
で

価
値
を
生
み
出
す

　
好
事
例
の
一
つ
に
、
ス
ー
パ
ー
フ
ー

ド
の
シ
ー
バ
ク
ソ
ン
を
利
用
し
た
製
品

群
が
あ
る
。
シ
ー
バ
ク
ソ
ン
は
キ
ル
ギ

ス
に
自
生
し
て
い
る
グ
ミ
科
の
植
物
で
、

そ
の
果
実
に
は
健
康
に
よ
い
さ
ま
ざ
ま

な
効
果
が
あ
る
。
茎
に
は
棘
が
あ
り
収

穫
に
は
手
間
が
か
か
る
が
、
生
産
者
グ

ル
ー
プ
で
大
量
に
集
め
る
シ
ス
テ
ム
を

ビシュケク
イシククリ州

ソープ
シーバクソンオイルを配合した
手作りの石鹸は、乾燥肌や肌
の補修にも適している

ソルト
果汁を搾った後の皮にも有
効成分が豊富に含まれる。
伝統製法の塩と合わせ、マッ
サージソルトとして販売する

ジュース
イシククリの天然水にシーバ
クソン果汁とエスパルセット
蜂蜜を加えたジュース。日々
の栄養管理にぴったり

オイル
果実からわずか2％しか採れ
ない貴重かつ高品質なオイ
ル。肌の老化予防に効果大

クリーム
シーバクソンオイル、
天然蜜ろう、オリーブ
オイルを混ぜて作っ
たクリーム。乾燥肌
やしもやけに

⃝商品開発
地域の資源に付加価値を見出し、販売するマー
ケットを決定する。商品化が実現するアイデアは
4割に満たない

⃝原材料の調達
生産者に代わって資材や機材の調達と共同購
入を行う。品質と信頼性を担保しながら購入価格
を抑えている

⃝品質管理
製造工程の標準化などにより品質管理を徹底。
国際市場に通用する品質を保証している

⃝運搬・輸出手続き
国内外の卸先への運搬・輸出に関する一連の
手続きをサポート。輸送に耐えるパッケージの選
定から関わる

⃝プロモーション
広報活動やブランディングを通じて品質の高さを
訴求。パッケージや陳列方法にもこだわる

⃝ビジネスマッチング
展示会への参加や営業活動を通じて販路を拡
大する。キルギス国内の販売拠点は現在40か所
以上

フェルト製品はすべて地域
住民の手作り。高級メリノ
ウールの使用や天然草木
染、縫い目のない一体成形
などクオリティにこだわる

ジャム
イシククリのシーバクソンのジャムは
品質が高い。国際的な展示会での
受賞歴もある

生産者グループには顧客の観点から考えるように
指導しています。製品を売るにあたり、市場にどんな
ニーズがあるかを知ることが重要です。最近では、み
なの意識もだいぶ高くなりました。私たちはこれから
ダイナミックなビジネスに突入しなければなりません。
市場のニーズに応えた高い品質の製品を量産でき
る体制を構築し、近隣諸国や先進国へと販売して
いくことでしょう。

OVOP+1 CEO
ナルギザ・エルキンバエバさん

良品計画（MUJI）とイシククリの一村一品プ
ロジェクトとの連携によって生まれたフェルト製
品。商品化にあたっては、良品計画で販売す
る通常の商品と同等の品質およびデザインの
レベルを適用し、生産者の技術力や品質管
理能力が大きく向上した。

マメ科の植物、エスパルセットの生蜂
蜜はイシククリのヒット商品の一つ。キ
ルギスでは毎年7,000トンほどの蜂蜜
が採れていたが、蜜源を限定しない商
品しかなかった。蜜源をエスパルセット
のみにした真っ白な蜂蜜を
販売したところ大ブーム
になって生産者の数が
増え、総生産量は現在
年間1万2,000トンまで
増加している。

キルギスに自生し「奇跡のフ
ルーツ」とも呼ばれるシーバクソ
ン。ポリフェノールやビタミン類
に加えて、近年健康への効果
が注目されているオメガ3、6、7、
9脂肪酸を含んでいる。

さまざまな
シーバクソン製品

OVOP+1の主な活動
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